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ゆかりの地マップ

誇らしき わが郷土
五島慶太の軌跡を辿る

五島慶太

明治22年（1889年）入学
明治33年（1900年）代用教員を勤める
慶太が４年間、自宅から約３㎞を通った小
学校です。青木村の中心部に位置し、学校
の敷地内には慶太の恩師である若林若次
郎先生の顕彰碑があり、石碑の文字は慶太
自身の筆で書かれたものです。若林若次郎
先生は担任の先生で、やんちゃな慶太を辛
抱強く育てたと伝えられています。また、青
木中学校の付近には、同じく恩師である
小林直次郎先生の顕彰碑が建立しています。小学校を卒業
した７年後、18歳の慶太は上級学校（現在の大学）への進
学を胸に秘め、青木村尋常小学校で代用教員となります
が、その際に紹介してくれたのが小林先生です。慶太は両先
生に受けた「我が師の恩」を忘れませんでした。

【エピソード】 ───
小学生の慶太はわんぱくでしたが、弱いものを泣かすことはあ
りませんでした。高い柿の木に登ったり、昼ご飯も忘れてドジョ
ウ採りに駆けまわったりと、大人たちを心配させることも多くあ
りましたが、採った柿やドジョウなどを惜しげもなく友達に分
けるなど、「きっぷの良い」親分肌のところがあったそうです。
また、負けず嫌いでもあり、友人と相撲をとった際、自分よりも
大きく力のある者から投げ飛ばされそうになっても、相手の足
にがっしりとしがみついて離さず、ついには大きな相手も打ち
負かしたといいます。

❷ 青木村立青木小学校 （青木尋常小学校）

明治26年（1893年）入学
慶太が２年間通った小学校で
す。尋常小学校は４年制であ
り、卒業すると義務教育が終了
しますが、もっと勉強がしたい
子はその上の小学校高等科に
進学しました。当時の青木村に
は高等科がなかったため、慶
太は隣村の浦里小学校高等
科に進学しました。

【エピソード】 ───
慶太の両親は、信心深く、父の菊右衛門は
毎日欠かさずお経を唱えていたそうです。ま
た、母の寿ゑは物覚えが良く働き者で、しつ
けに厳しい人でもありました。後に東京に出
た慶太から手紙が届くと、父母は決してそれ
をすぐには封切らず、日吉神社の社殿に上
げ、慶太の健康と出世、無事息災を祈って、
神に感謝してから封を切って見たそうです。

❸ 上田市立浦里小学校 （浦里小学校高等科）

小林直次郎先生の碑
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学
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●16  田沢温泉
開湯は飛鳥時代後半、まだ若き島崎
藤村も滞在し、『千曲川のスケッチ』で
紹介しています。「子宝の湯」としても
有名。近くには子安地蔵尊がある薬
師堂があり、四季を通じての参拝客
があります。宿のほかに、共同浴場
（外湯）として、有乳湯（うちゆ）があり
ます。

【エピソード】 ───
上田支校での３年間を修了した慶太は、当時本校であった松本中学校へ進学しました。家から
歩いて通える距離ではなかったため、松本に下宿しました。下宿中は自炊生活であったため、
下宿仲間とよくすき焼きを作り、鍋をつつきながら大いに語り合ったそうです。実家を離れての
下宿生活と交友は、慶太を人間的に成長させる糧となりました。

❺ 長野県松本深志高等学校 （長野県立松本中学校）
松
本
深
志
高
校

明治28年（1895年）入学
慶太が３年間通った中学校（現 上田高校）です。上田市の中心部に位置し、江戸期の上田城
三の丸藩主居館跡に校舎を構えています。
校門である「古城の門」は館の表御門が、寛政２年（1790年）に再建されたものであり、上田
市文化財の指定を受けています。

【エピソード】 ───
当時、中学校に進む者は少数でしたが、慶太は進学を強く望みました。
しかし、父菊右衛門は反対。慶太の熱意をくみ取った母寿ゑが、幾度にもわたり父菊右衛門を説得
した結果、なんとか中学受験を許されました。
父母への思いを胸に脇目も振らず勉強に励んだ慶太は県内に１校しかない中学校の支校に見事合格。
入学後は家からは片道３里（約12㎞）も離れている学校までの道を毎日2時間かけて通い、勉強に
励みます。大変な苦労ですが、人に後れをとるまいという気と、苦しい家計の中から特に入学させて
もらったことを考えると、この三里の道のりも大した苦労ともならず、ただの一日も学校を休んだとい
うことはありませんでした。

明治31年（1898年）入学
慶太が２年間通った中学校（現 松本深志
高校）です。松本市内に位置し、独特のスク
ラッチタイルを使った校舎は、昭和10年の
落成当時の趣をそのまま残しており、管理
普通教室棟と講堂の２棟が国の登録有形
文化財に指定されています。

❹ 長野県上田高等学校 （長野県尋常中学校上田支校）
表紙裏マップ

表紙裏マップ

父・小林菊右衛門、母・寿ゑ

日吉神社は青木村殿戸に位置し、古くは山王大権現
宮とよばれ、大山咋命を祀っています。
平安時代からこの地域は浦野荘と呼ばれ、比叡山麓
にある名社日吉大社の社領だった縁でこの地に建て
られたといわれています。建立は室町時代で、「五間社
流れ造り」というこの本殿の建築様式は、規模の大き
さでは県下に類を見ないものです。平成3年に長野県
県宝に指定されました。

❻ 日吉神社
青木村立青木小学校 五
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青木村殿戸に位置する殿戸区公民館の敷地内には慶太
の胸像があります。慶太は亡くなる前年の昭和33（1958）
年、故郷の殿戸区に公民館を寄付しました。
その際に慶太から寄贈されたものの中には「和を以って貴
しと為す」の直筆の書や、ふるさとのことを詠った漢詩等も
あり、現在は五島慶太未来創造館で展示しています。
慶太が寄贈した公民館は建て替えられましたが、慶太の
胸像は今も殿戸区を見守っています。

❼ 殿戸区公民館・五島慶太胸像
建立は鎌倉時代末期
の正慶２年（1333年）。
初重を大きくした造り
は、他に奈良の興福寺
三重塔だけときわめて
珍しく、安定感があり簡
素で落ち着いた雰囲気
が山里にとけあった美
しい名塔です。その美し
い姿は、旅人が何度も
振り返って見たという
意から「見返りの塔」と
呼ばれ、広く人々に親し
まれています。

●11  国宝 大法寺三重塔

青木村で生まれ、実業家・教育
者・文化人として活躍した五島
慶太の功績を学ぶ施設です。
村内にあった慶太の生家をモ
チーフとする建物の中は、生家
内部を体感できるＶＲ（ヴァー
チャルリアリティ）、慶太ゆかり
の品、電車車両模型やジオラ
マなどの展示を通してその軌
跡を振り返るとともに、慶太の
想いを未来につなげていく空
間となっています。

●10  五島慶太未来創造館

五島慶太未来創造館 青木村民俗資料館

道の駅あおき

昭和56（1981）年8
月に整備された公園
内には、慶太の長男 
五島昇氏により頌徳
碑が建立されまし
た。
緑豊かな公園内で
は、四季折々の美し
い樹木や花の姿をみ
ることが出来ます。

❾ 五島慶太翁記念公園

五島慶太翁記念公園

国宝大法寺三重塔の近くにあり、郷土にゆかりのある画家達の
作品、著名人の作品などを展示し、気楽に立ち寄れる美術館で
す。国宝大法寺三重の塔の壁画復元模写図、収蔵品の常設展
示、企画展など、静けさの中で美術に浸ることができます。別館
の喫茶室では、コーヒー・抹茶・青木村産のりんごを使ったジュ
ースや、長門牧場のアイスクリームを味わうことができます。

●12  青木村郷土美術館

東京高等師範学校（現筑波
大学）へ入学した慶太です
が、夏休みには必ず実家へ
帰省しました。
その際には青木村内の田沢
温泉「ますや旅館」に、学生
仲間と連れ立って泊り、勉
強や議論、時には腕相撲な
どをして過ごしました。
なお、ますや旅館は国の登
録有形文化財に指定されて
います。

❽ ますや旅館

開湯は平安時代といわれ、近くには天然記
念物に指定された野生のサトイモが自生す
る石芋公園があります。弘法大師にサトイモ
を分けてほしいといわれた老婆がこれは石だ
と断り、あとで食べようとしたところ本当の石
のように固くなっていたと伝えられる石芋伝
説が残っています。薬師堂から続く遊歩道に
は炭焼小屋や風穴があります。また、外湯・小
倉乃湯もあります。

●14  沓掛温泉

田沢温泉  ますや旅館

農産物直売所や食堂施設 
味処こまゆみ、情報休憩施
設ぷらっと家（ホーム）あお
きがあります。催物など村の
文化・観光情報を発信して
います。

●15  道の駅あおき

チョウやクワガタムシなどの多数の標本を展
示しています。一階に昆虫に関する本が約
1,000冊所蔵されている図書室を備え、二階
には全国に生息するチョウのほぼ全種約250
種類の標本が展示されています。タマムシ・カ
ミキリムシ・ゾウムシの仲間やハチの標本も展
示してあり、体の形や模様を観察できます。

●13  信州昆虫資料館

江戸時代から明治にかけ
て頻発した百姓一揆の歴
史を伝える「義民資料室」
と、村が生んだ反骨の俳
人、栗林一石路の生きざ
まを貴重な資料で振り返
る「栗林一石路資料室」
からなる資料館です。縄
文～平安時代までの土
器や石器なども展示して
います。

●17  青木村歴史文化資料館

「昭和の時代」をテー
マに、ちょっと前の青
木村の生活や文化を
偲ぶことができる資料
館です。農具、民具、乗
り物、おもちゃなど、昭
和のくらしを彩った
様々な道具を通して
「あの頃」に思いを馳
せてみませんか。

●18  青木村民俗資料館

若林若次郎先生の碑

【エピソード】 ───
慶太は先生の説明で疑問が湧いてくると、あれこれ質問をしました。その質問
は先生を困らせることも多く、同級生はいつも感心したり、冷や冷やしたりし
ました。また、慶太は学校で勉強するだけでなく、村の郷土史にも興味を持ち、
鎮守の日吉神社のことや道祖神のこと、地名の謂われや行事の成り立ちなど
について村の古老に聞いて回るようになりました。

義
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太
鼓

上田市立浦里小学校

上田高校

松本中学時代


